
國史館臺灣文獻館圖書室 民國 103 年 2 月份 新上架圖書 冊清單 

編號 書名 作者 出版年 

1 戦後教科書の避けてきたもの：各国の比較から 名越二荒之助著 昭和 56 年 

2 軍命違反「軍旗ハ焼カズ」：陸軍へんこつ隊長手記 後藤四郎著 平成 3 年 

3 
東京裁判 日本の弁明：「却下未提出弁護側資料」

抜粋 
小堀桂一郎編 平成 7 年 

4 祖父東条英機「一切語るなか」 岩浪由布子著 平成 7 年 

5 新視点「台湾人と日本人」 謝雅梅著 平成 13 年 

6 今日われ生きてあり 神坂次郎著 平成 7 年 

7 勇者は語らず 城山三郎著 平成 5 年 

8 花かげの詩 出雲井晶著 平成 10 年 

9 国を思うて何が悪い 阿川弘之著 平成 9 年 

10 日本童謡集 与田準一編 平成 4 年 

11 
バブルがどうした！：素人が乗り切った不動産投資

の実践 
三好誠著 平成 11 年 



12 
聴け！日本無罪の叫び：戦後五十年決議と被告‧村

山富市 
中根真太郎 平成 7 年 

13 國體の本義 文部省著 昭和 14 年 

14 惜緣．Ⅲ 林炯明著 民國 89 年 

15 平成新選百人一首 宇野精一編輯 平成 14 年 

16 昭和天皇の御巡幸 鈴木正男著 平成 4 年 

17 日本は正しい 吉武進編著 平成 16 年 

18 続十六人生に花と実りを求めた道草集 沖俊幸著 平成 12 年 

19 続十七人生に花と実りを求めた道草集 沖俊幸著 平成 13 年 

20 追憶 沖俊幸著 平成 14 年 

21 国際的視野から国旗と国歌を考えよう 林正英著 平成 6 年 

22 再出発への道 中澤三千夫著 平成 9 年 

23 世界史の奇蹟‧今上天皇 全国神社総代会編 昭和 60 年 



24 国際的視野から健全な愛国心を考えよう 林正英著 平成 6 年 

25 教育勅語の平易な解釈：敬神婦人必携第七輯 全国敬神婦人連合会著 昭和 54 年 

26 
臺灣公學校國語、修身、國史、地理與唱歌教科書目

錄 
臺灣總督府編 出版年不詳 

27 万葉のふる里国府を尋ねて 沖俊幸著 平成 5 年 

28 女性史：楷の木によせて 第四集 東備女性セミナー編集発行 平成 14 年 

29 庚辰年平成十二年＝祝い年喜 藤原淳子編集発行 平成 12 年 

30 軍隊らっぱ誌 鈴木尚枝編著 平成 6 年 

31 「同期の桜」を歌う会＝日本軍歌80曲選集 戦誌刊行会編集 平成 3 年 

32 にっぽん‧ばんざい 矢作幸雄編著 昭和 57 年 

33 私は台灣人だ、中國人ではない 國際文化基金會編 出版年不詳 

34 
今の憲法はなぜ改正されなければならないのでしょ

う 
自主憲法期成議員同盟編 昭和 61 年 

35 
極東裁判史観の問題点と其の克服：敵を知らず己を

知らざれば毎戦殆し（孫子） 
重松正彦著 平成 7 年 



36 平成新編日蓮大聖人御書 日蓮大聖人御書編纂会編 平成 6 年 

37 神の革命＝現代の聖書－世界一為になる本 播磨屋助次郎著 平成 2 年 

38 
終戦五十年日本と靖国神社の行く末を考える＝孫た

ちとの会話 
桑木祟秀著 平成 12 年 

39 アジアの曙：死線を越えて 武蔵正道著  平成 12 年 

40 靖國神社と國體を考へる 小堀桂一郎編 平成 11 年 

41 護國の英靈を偲んで：嗚呼救國之神靖國英靈 鄭春河著 平成 10 年 

42 護國の英靈を偲んで：嗚呼救國之神靖國英靈 鄭春河著 平成 10 年 

43 血胤の声を聴け：憂迫のエッセイ集 村崎道徳著 平成 14 年 

44 平成維新の黎明＝国賊‧日教組よ正道にかえれ 渡辺砂夫著 平成 12 年 

45 教育勅語：日本人のこころの 佐々木盛雄著 平成 3 年 

46 世界が裁く東京裁判 終戦五十周年国民委員会編 平成 8 年 

47 靖國神社と日本人 小堀桂一郎著 平成 10 年 



48 声なき声：二五〇万英霊にこたえる道 板垣正著 昭和 54 年 

49 領台五十年回顧 鄭春河著 平成 4 年 

50 領台五十年回顧 鄭春河著 平成 4 年 

51 後藤新平略史 八田晃夫著 平成 11 年 

52 歐洲百聞一見歌 佐藤哲夫著 平成 3 年 

53 追憶のクルーズ：世界一周の波間に 玉川遵著 平成 12 年 

54 
「竹内文書」が明かす超古代日本の秘密：封印され

た太古天皇祭祀の真相 
竹田日恵著 平成 10 年 

55 南京大虐殺はこうして作られた：東京裁判の欺瞞 冨士信夫著 平成 7 年 

56 思想戦 吉武進編著 平成 15 年 

57 日本の神話 出雲井晶著 平成 8 年 

58 友愛＝YOU&I 陳絢暉編 平成 14 年 

59 遠赤外線療法の科学 山崎敏子著 平成 3 年 



60 それでも地球は回る：中国と日本とアメリカ 
譚璐美著 

 
平成 9 年 

61 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

62 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

63 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

64 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

65 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

66 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

67 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

68 大東亞戰爭の再認識：大東亞戰爭は聖戰だった 鄭春河著 平成 3 年 

69 屠羊記 鄭春河著 平成 4 年 

70 戰犯 鄭春河著 平成 5 年 

71 民族基本の魂今いづこ 鄭春河著 平成 5 年 

72 覺醒 鄭春河著 平成 10 年 



73 覺醒 鄭春河著 平成 10 年 

74 覺醒 鄭春河著 平成 10 年 

75 中東動亂とアラブ民族主義 鄭春河著 平成 3 年 

76 古里よ、さらば九男坊の戦場 春田實行著 平成 4 年 

77 教科書が教えない歴史 藤岡信勝 平成 9 年 

78 教育随想集：教育とは何か、人生とは何か 石原啓三著 平成 4 年 

79 知らない土地でひもじくて：平和教育副読本 大櫛戊辰編著 平成 1 年 

80 祖父東条英機「一切語るなかれ」 岩浪由布子著 平成 7 年 

81 なぜこんな目にあった：日本民族の戦中‧戦後 三好誠著 平成 12 年 

82 歌集不知火 小嶋三千年著 平成 9 年 

83 土と人間と政治：一地方政治家の昭和史 大橋幸雄著 昭和 57 年 

84 祝詞例文集下巻 神社新報社編集発 平成 7 年 



85 
水起源生石岡壩的故事＝石岡壩921震災紀念文集：The 

Shin-Kang Dam 
林芳怡,張惠玲,顏雅雯執行編輯 民國 92 年 

86 台灣─人類文明原鄉 林勝義,何顯榮著 民國 90 年 

87 攻臺戰紀：日清戰史‧臺灣篇 許佩賢譯；吳密察導讀 民國 84 年 

88 蓮の上全＝合せ鏡全 亜細亜書房發行；岡林清水解題 平成 9 年 

89 蓮の上全＝合せ鏡全 亜細亜書房發行；岡林清水解題 平成 9 年 

90 蓮の上全＝合せ鏡全 亜細亜書房發行；岡林清水解題 平成 9 年 

91 蓮の上全＝合せ鏡全 亜細亜書房發行；岡林清水解題 平成 9 年 

92 鄭成功圖像選集 傅朝卿主編；傅朝卿,陳信安攝影 民國 88 年 

93 
霧重雲深＝霧社事件後，一個泰雅家族的故事：影像‧

臺灣22 
鄧相揚著 民國 87 年 

94 台灣古蹟攝影 李鎮岩著 民國 93 年 

95 臺灣地理概論 石再添主編 民國 84 年 

96 明清臺灣碑碣選集 臺灣省文獻委員會編印；林衡道監修；黃耀東編 民國 69 年 



97 震撼：九二一大地震實錄暨獅友愛心服務專輯 馮鳳嬌總編輯 民國 89 年 

98 臺南市媽祖廟之變遷 徐明福,徐福全作 民國 86 年 

99 教育勅語：その現代的意義 石井寿夫著 平成 3 年 

100 昭和天皇 出雲井晶編著 平成 8 年 

101 教科書が教えない歴史2 藤岡信勝著 平成 8 年 

102 朝鮮軍司令部：1904~1945 古野直也著 平成 2 年 

103 
燎原に火を灯せ＝自立再生経済の理想社会そのビジ

ョンと行動：腐敗社会をこう変える 
山中秀夫著；南出喜久治著；山中幸 平成 9 年 

104 毎日が思いやり：手づくりのある暮らし 企画室編 平成 6 年 

105 
こうして日本は侵略国にされた：東京裁判検証16の

ポイント 
冨士信夫著 平成 9 年 

106 天皇私観：天皇の本質認識と真姿顕現 草地貞吾著 平成8年 

107 天皇私観：天皇の本質認識と真姿顕現 草地貞吾著 平成8年 

108 「国家主権」を考へる：四月二十八日は何の日か 小堀桂一郎著 平成 10 年 

109 「国家主権」を考へる：四月二十八日は何の日か 小堀桂一郎著 平成 10 年 



110 
昭和史の真実：日米関係を破綻させた米国の極東戦

略 
作者不詳 平成 3 年 

111 
終戦五十年日本と靖国神社の行く末を考える＝孫た

ちとの会話 
桑木祟秀著 平成 12 年 

112 
台灣特別志願兵のチモール島從軍記：忠烈拔群台灣

高砂義勇兵の奮戰より拔粹 
鄭春河著 出版年不詳 

113 社会主義市場経済をバカにするな 邱永漢著 平成 5 年 

114 
二十世紀は「民族解放」の時代：日露戦争から大東

亜戦争 
田中正明著 平成 2 年 

115 神と高まる”みたま”：日本人の死生観 石井寿夫著 平成 4 年 

116 富岡八幡宮深川不動尊明治丸：円双洞コラム集 平野督太郎著 平成 6 年 

117 
陛下、お尋ね申し上げます：記者会見全記録と人間

天皇の軌跡 
高橋紘著 昭和 63 年 

118 昭和天皇の御製 国柱会本部編 平成元年 

119 
極東裁判史観の問題点と其の克服：敵を知らず己を

知らざれば毎戦殆し（孫子） 
重松正彦著 平成7年 

120 醜い韓国人：われわれは「日帝支配」を叫びすぎる 朴泰赫著 平成 5 年 

121 占領後遺症の克服：祖国の真の独立のために 小田村四郎著 平成 7 年 



122 
”闇”の世界権力構造と人類の針路：「力の道」か

ら「命の道」へ 
中丸薫著 平成 9 年 

123 国民の歴史 西尾幹二著；新しい歷史教科書をつくる會編 平成 11 年 

124 
日韓 2000 年の真実：写真 400 枚が語る両国民へのメ

ッセージ 
名越二荒之助著 平成9年 

125 台灣の真相と心の聲 林溪河著 平成 15 年 

126 戦國武将100話 桑田忠親監修 昭和 57 年 

127 よみがえれ日本：日本再発見 清水馨八郎著 平成 9 年 

128 嗚呼沖縄戦の学徒隊 金城和彦著 平成 12 年 

129 
ビルマに咲いた友情と信頼の花：インパール作戦‧

イラワジ会戦外史 
泉谷和郎著 平成 8 年 

130 台湾に生を享けて 楊基銓著 平成 11 年 

131 瀬島龍三回想録：幾山河 瀬島龍三著 平成 7 年 

132 神拝歌集風 小林孫一著 平成 6 年 

133 アメリカの鏡‧日本＝Mirror for Americans:JAPAN ヘレン・ミアーズ著；伊藤延司訳 平成 7 年 

134 台湾日本統治時代の歴史遺産を歩く 片倉佳史著 平成 16 年 



135 神の愛師の恩友の情：一台湾人としての私の考え方 張有忠著 平成 8 年 

136 句集散る櫻 湯澤碧水著 平成 16 年 

137 歌集通りゃんせ 冬梅著 平成 8 年 

138 天皇‧皇室を知っていますか 昭和時代研究会編 平成元年 

139 わが子に伝える私の戦後50年 東京新聞地方部‧社会部編 平成 7 年 

140 わが師手島郁郎 第三卷 土田能裕著 平成 14 年 

141 英親王李垠伝：李王朝最後の皇太子 李王垠伝記刊行会著 昭和 54 年 

142 短歌全国誌：平成万葉二 平林久美子編 平成 2 年 

143 幻想の超大国‧中国 長谷川慶太郎著；渡辺利夫著 平成 7 年 

144 
亡国自虐史観を撃つ：日本の新姿とアジアの使命を

めぐる日‧韓‧台合同シンポジウム 
名越二荒之助監修 平成 8 年 

145 臺灣萬葉集下卷 孤蓬萬里著 平成 5 年 

146 
拝啓韓国, 中国, ロシア, アメリカ合衆国殿：日本に

「戦争責任」なし 
谷沢永一著；渡部昇一著 平成 9 年 



147 遺言状：救国法典 戸松慶議著 平成 14 年 

148 後藤新平略史 八田晃夫著 平成 11 年 

149 留魂の祈り：大東亜戦争戦歿‧殉難者辞世歌抄 西村公晴編 平成 5 年 

150 国家荒廃－その検証と超克：ある戦中派の遺言 渡辺砂夫著 平成 10 年 

151 日本 平成15年3月号 日本学協会編 平成 15 年 

152 ビルマに最前線1 宮部一三著 昭和 55 年 

153 東大陸 4号 牛嶋徳太朗編集 平成 7 年 

154 
かくて昭和史は甦る：人種差別の世界を叩き潰した

日本 
渡部昇一著 平成 7 年 

155 日本人乃條件：「幼學綱要」貳拾訓 平賀忠雄 平成 8 年 

156 心田を耕すものは何か：ある百姓の教育提言 大橋幸雄著 昭和 60 年 

157 恐慌が迫る：アメリカの報復 大森実著 昭和 62 年 

158 
いざさらば我はみくにの山桜：「学徒出陣五十周年」

特別展の記録 
靖国神社編 平成 6 年 



159 ニューギニア：新聞記者が語りつぐ戦争(4) 福山琢磨編集発行 平成 4 年 

160 日本がつくったアジアの歴史：7つの視点 黃文雄著；池田憲彥著 平成 10 年 

161 コトタマの話：日本人と日本語の原点 島田正路著 平成 8 年 

162 
亡国自虐史観を撃つ：日本の新姿とアジアの使命を

めぐる日‧韓‧台合同シンポジウム 
名越二荒之助監修 平成 8 年 

163 人生の五計：困難な時代を生き抜く「しるべ」 安岡正篤著 平成 9 年 

164 
みっともない「生き方」はするな！：ハマコー、こ

の”破天荒人生”に知恵あり 
浜田幸一著 平成 8 年 

165 
続続軍旗と共に幾山河：戦後の物故者戦友の思い出

集 
台歩二会連合会著 平成 8 年 

166 
はめられた真珠湾攻撃：ルーズベルトに仕組まれた

恐るべき伏線 
三好誠著 平成 10 年 

167 歴史と詩歌の旅を行く 四宮正貴著 平成 7 年 

168 
日本人は台湾で何をしたのか：知られざる台湾の近

現代史 
鈴木滿男著 平成 13 年 

169 脅かす中国騙される日本：中国ビジネス市場崩壊 黄文雄著 平成 8 年 

170 醜い韓国人：われわれは「日帝支配」を叫びすぎる 朴泰赫著 平成 5 年 



171 
亡国自虐史観を撃つ：日本の新姿とアジアの使命を

めぐる日‧韓‧台合同シンポジウム 
名越二荒之助監修 平成 8 年 

172 台湾万葉集 孤蓬萬里著 平成 6 年 

173 
いざさらば我はみくにの山桜：「学徒出陣五十周年」

特別展の記録 
靖国神社編 平成 6 年 

174 われに帰る祖国なく：ある台湾人軍属の記録 磯村生得著 昭和 56 年 

175 天津軍司令部：1901~1937 古野直也著 平成 1 年 

176 明治天皇 未来への道標 昭和 43 年 

177 徴兵制が日本を救う 柿谷勲夫著 平成 11 年 

178 
台湾‧爆発力の秘密：韓国経済を10年リードする"ア

ジアの怪物" 
黃昭堂著 平成 4 年 

179 
亡国謝罪病を斬る－真日本の復活を－：名越二荒之

助/中村粲講演記録 
中田清康編 平成 7 年 

180 どうしたら世界は平和になるか 高橋富士雄著 平成 2 年 

181 今なぜ日本の神話なのか 出雲井晶著 平成 9 年 

182 
死んでも捕虜にならないで：ビルマ‧日赤和歌山従

軍看護婦の悲劇 
宮部一三編著 平成 8 年 



183 昭和天皇のおほみうた：御製に仰ぐご生涯 鈴木正男著 平成 7 年 

184 人物で見る台湾百年史 吉田莊人著 平成 6 年 

185 永遠の法：エル・カンターレの世界観 大川隆法著 平成 9 年 

186 彷徨える心のまにまに：又勝の人生航路 玉谷又勝著 平成 14 年 

187 新訳菜根譚 守屋洋著 昭和 63 年 

188 小説志願兵：日本にとってのアジア 野村国弘著 平成 2 年 

189 宇宙光明神学全集：地球革照編 第八巻 太西威尊発行 平成 2 年 

190 致知2000年1月号 通巻294号 藤尾秀昭編集発行 平成 11 年 

191 寫眞で見る中共現代史：中共政権成立以降 石原栄次編著 昭和 62 年 

192 上川神青 平成8年第23.24合併号 上川神道青年会編集発行 平成 8 年 

193 日本民族主義誌國士：日本國士會‧機関誌 安原宏和編集発行 平成 5 年 

194 大悲のまこと：特攻み霊に捧ぐ 鈴木仁著 平成 7 年 



195 JI科学時代の啓蒙書 第十八巻第十号 紺野篤編集 平成 7 年 

196 中国大分裂：日本を襲う恐怖の襲撃波 宮崎正弘著 平成 7 年 

197 台湾の戦略：逆襲するドラゴン 張茂森著 平成 7 年 

198 
玉蘭莊の金曜日：台湾に生きる日本人妻たちの戦後

50年 
宮本孝著 平成 9 年 

199 台湾はどこへ行くか：平和革命と自立への挑戦 読売新聞社台湾取材団編著 平成 7 年 

200 
こうして日本は侵略国にされた：東京裁判検証16の

ポイント 
冨士信夫著 平成 9 年 

 


